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＜連絡事項＞
本日青南病院で消防設備総合点検を実施します
＜患者様連絡事項＞
・大久保　すい様～ピコスルファート内用液1本処方。
・中村　徳子様～夫氏より今後の事について担当医、ＰＳＷと面談の希望あり。
主治医より2/2　15時都合が良いと言われ、宇津木澤PSWにも上記内容を伝え西舘さんに伝えてほしいこと依頼。終了後、夫氏へ日程について架電し了承されている。
・中村　豊様～主治医よりハップスター７０ｍｇ 2袋、レボフロキサシン点眼液0.5% 1 瓶
　　　　　　　処方となる。
＜週間予定＞・
29日（月）：小笠原文人様～右底鶏眼にスピル膏貼布。
30日（火）：出河　攻様～鹿内眼科受診（10：00～13：00）
31日（水）：定期寝具交換
2/1日（木）：皮膚科診察・・小笠原文人様右底鶏眼切除
　2日（金）：中村徳子様の夫氏と主治医面談
3日（土）：石切　久様～青山荘体験利用（9：30～15：00）
＜要注目患者＞　
・小笠原　文人様～朝食後からニヤツキ、小声の独語、私物要求が聞かれている。説明
　　　　　　　　　は返事あるが納得いかないようで同内容を話してくる。他者と交流は見られ多弁気味となっている。気分高揚さあり。他者とトラブルにいたらない様に言動に周知していきましょう
・冨田　幸生様～体温36.3～36.2℃発熱なく昼食後発汗あり更衣している。咽頭痛、湿性咳嗽時折聞かれ自己排痰あり。咽頭痛訴え聞かれるが頓服服用なく経過している。
・田中　敬様～日課は確認なくできていたが床屋の順番に関して不満を言われていた。
　　　　　　　説明で承諾されていた。夕方に腰痛を訴え湿布貼付希望で貼っている。
・大久保　すい様～各食拒食傾向見られ、服薬前にお粥の中におかず、味噌汁を、混ぜ
隠蔽こうさくし介助で数口摂取。飲水に関しても希望するが手渡すとのみたくないと発言し拒否する場面が見られてきている。被毒妄想発言は聞かれない。排尿は確認している。
＜柞木田Dr診察状況＞
・滝田　英人様～診察時身体面の事を質問するが幻聴に左右された会話になり、胸部レントゲンの必要性を伝えると拒否的な発言が易怒的となり終了。本日の就床前にオランザピンＯＤ錠2.5㎎　1錠9日分処方となる
・中村　和夫様～本人より退院に関した書類が届いていないか必要な書類は書いて欲しいと言われ届いた物は記入した事を伝え終了。定期薬同処方。
・船場　幸子様～本人より足は痛いが歩けなくなると困るから廊下歩行しているとはなされ終了。定期薬同処方。

・上村　みわ様～尿漏れも便失禁もおさまり咳も治ってきた。ご飯を食べると鼻水が出る。節々が痛いのもまだある。飲水の必要性の説明にむせて飲めない事を話していた。身体の節々痛に関して痛み止めの薬処方に関しては要らないと拒否発言あり。定期薬同処方。
・播摩　克子様～調子は普通で倒れた事はなく気持ちの事で困る事はないですと答えて終了。定期薬同処方。
・中村　徳子様～診察時、頭重感はあるが肩凝りではないと話されている。吐き気ないが手の振戦があり。聴こえてくるのは薄れているが、気持ちは落ち込んでいる事を話していた。便秘気味もかわりないと言われ終了。明日よりグーフィス錠5㎎2錠中止となりエビリファイ錠1㎎1錠朝食後、51ツムラ順調湯2.5ｇ　2包1日2回/朝・夕食前8日分処方となる。
・出河　攻様～本人より調子はいい。食欲良好で身体の痛みは特に無いかなと思う。今は心配はない。明日眼科は受診に行く予定。やや焦点は合わずに多弁となっている様子見られた。定期薬同処方
・中川原　義雄様～本人より、首が痛くて死ぬくらい痛いと思う。死んだらこうしていられないと思うが、病棟を移ってから痛く数年前に床頭台で滑って首が痛くなったとの事。今は毎日のように湿布を貼って湿布をはると違うなと思うし安心感があると思う。夜につけて寝ているので、このまま湿布を貼ってもらいたい希望し湿布処方希望聞かれる。他に何かあるのか分からない。恥かしいようですが、幸せ芝居を演じていたと思っていた。今の状態から変りたくないと話していたが、自分にできることとしては、痛みが出た時など困った時に湿布を貼ってほしいと楽だと思う。やや多弁で会話内容に纏まりない。ハップスター3袋処方。ガランタミンＯＤ錠８ｍｇ 2 錠は定期薬に繋げて処方。
・和田　シュン様～本人より夜の声は無くなったみたいだが日中の声はまだ聴こえてくる感じはする。夜はトイレに起きるがふらつく事もあると話して終了。オランザピンＯＤ錠（1.25）1錠中止し本日の夕からラツーダ錠20㎎1錠に変更し8日分処方。
＜柞木田Dr退院支援員会＞
・滝田　英人様～退院に係る問題点：重度かつ慢性であり、服薬調整にて、独語・空笑が
　　　　　　　　　　　　軽減しているが、退院に繋げて幻聴増強となり勝手に離院する動作あり共同生活環境下において適応する事が難しい。入院生活が長く、普段と違う話や出来事があると興奮しやすく環境の変化と共に精神症状変化みられる
支援概要：本人も退院を希望する発言が聞かれる事度々聞かれている為、退院後のサービス等を検討していくが精神症状変化あり。
・中村　和夫様～退院に係る問題点、：短期記憶障害が見られる。
支援概要：今年4月にご家族から退院出来るのに検討
退院に関して焦燥感の発言あるため、退院支援に必要な事を相談し現状を認識していけるよう支援
・船場　幸子様～退院困難な要因：「青風荘」へ入所しているがR5年3月上旬より他者に対する易怒性がみられた為当院へ入院となっている。　
予想される退院先：「青風荘」精神状態が不安定な事から退去となる。新たな施設を検討していく )
・上村　みわ様～退院に係る問題点：重度かつ慢性である。拒薬は周期的にあり、幻想、幻聴症状続いている。

・介護認定：要介護1 R5.3.31（家族は、青仁会系列の施設入所を希望)

・病識が乏しく、退院後の通院、服薬中断の可能性が高く、病状再燃に繋がる。

・腰部圧迫骨折により、自力での歩行が困難。介助が必要。
支援概要：本人が入所出来る介護保険サービスによる施設を検討していく。　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　介護保険更新調査実施済み

　　　　　　　　　　　　　　　　　　家族へケアマネージャー契約について説明済み
　　　　　　　　　　　　　　　　　　シルバーカー使用で歩行
・播摩　克子様～退院に係る問題点：・退院後は施設入所を希望。本人様の年金は10万円弱、本人様の年金で入る事ができる施設を探す。生活保護の受給も検討中。　　・入所できる施設が決まらない
支援概要：本人が入所出来る介護保険サービスによる施設を検討していく。　

　　　　　　　　　　　　　　　　　介護保険認定調査R5.7.5済　要介護1
・中村　徳子様～退院に係る問題点：精神症状の悪化による日常生活全般への支障がある
支援概要：夫様との面会や自宅への外泊訓練の予定を立てていくが拒否的で進行出来ない状況
・出河　攻様～退院に係る問題点：・入院に至る経緯より家族からの信頼が欠如しており、自宅退院・実家近隣への施設は拒否対人関係においてストレス過剰となり苛々した様子を見せる事がある。衝動的に殴りかかったり、追いかける行動

　　　　　　　　　　　　　　　　　見られていた。女性患者様に対し性的な発言が聞かれたり、過度な接触
予想される退院先：介護保険サービスによる入所施設（要支援1）
・中川原　義雄様～退院に係る問題点：兄様の意向としては、ご本人の年金収入の範囲で入所できる施設でと希望あり。
・高齢に伴う認知機能や身体的な合併症も考慮した施設の検討を要する
支援概要：セルフケアの能力維持できるように支援していく
　　　　　　　　　　　　　　　　　　内服薬調整中
・和田　シュン様～退院に係る問題点：思考障害により妄想（罪業・心気・貧困）を抱き支配される
支援概要：不安、悩みが無いか確認し訴えがあった場合は傾聴する

　　　　　　　　　　　　　　　　　　妄想に左右されている際は現実検討を促す関わりを行う

・介護保険認定調査依頼中。
　内服薬調整中
